
INDUSTRY REPORT

工作機械
オークマ ／ DMG森精機

DATE: 2026/09/10



出典：オークマ 中期経営計画2028

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/61030/ded33318/f5f2/42a9/abe2/7c5e167fcbf9/20260518161619236s.pdf


OKUMA | 工作機械・自動化ソリューション

オークマ：裾野の広い「生産現場の省人化」を支える

幅広い需要産業と対象加工

自動車、一般産業機械、建機、風
力、半導体、航空機、医療、金型ま
で極めて広い産業が対象。

【主な加工部品例】

• シャフト / ギヤ

• 油圧部品

• 建機部品

• 産業装置部品

現場が抱える切実な導入背景

01 ベテラン技術者を増やせない

02 夜間も機械を止めたくない

03 2〜3の工程を 1台へ集約したい

04 段取り・検査・搬送を少人数化

解決するオークマの強み

一体化した自動化セルの重視

単体機の精度向上にとどまらず、ロ
ボット・搬入出・計測までトータルで
統合。

smarTwinCELL

加工オペレーター自身が直感的に
運用しやすい現場本位の操作性を
実現。

町工場から中堅部品メーカーま
で、工場全体の人手不足を解消。
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OKUMA | 投資視点における現状評価とリスク分析

オークマ：追い風はあるが、投資対象としての不確実性

事業環境とポジティブ要因

方向性は堅実、強力な追い風

事業の基本方針や自動化セルの強
化自体は的確。社会課題に直結し
た需要を捉えています。

【主な成長ドライバー】

• 深刻化する現場の人手不足

• 工程集約・自動化ニーズの拡大

• 北米における製造業の設備更新

投資対象として見た場合の懸念点（ハードル）

01 利益率の改善傾向がまだ継続的に確認できていない

02 自動化対応に伴う「個別案件の設計・対応コスト」が先行するなか、それを受け
入れる顧客が見つかっているかどうか不明

03 受注回復は、構造成長だけでなく「設備投資サイクル」の循環的反発による側
面も少なからずありそう

04 牧野フライス等「超高難度・特化型」競合に比べ、汎用・量産領域を含むため利
益率向上の道筋が描きにくい



DMG森精機

出典：DMG森精機統合報告書2025

https://www.dmgmori.co.jp/corporate/ir/ir_library/pdf/2025_ir_digest_j.pdf
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DMG MORI | 投資視点における現状評価とリスク分析

DMG森精機：グローバル展開の強みと高固定費リスクの表裏一体

強み・グローバル成長性

グローバルネットワークの確立

ギルデマイスターとの一体経営により日米欧
中の強固な地盤を確立。5軸機や自動化を
一体提供。

【高付加価値ターゲット】

• 航空宇宙・医療分野

• 半導体製造装置

• エネルギー関連

投資対象としての懸念点と評価ポイント

01 高固定費リスクと操業度低下

グローバル拠点の維持により、需要減退期には固定費負担が重くのしかかり利益率が急悪化。

02 固定費レバレッジの逆回転

売上規模が一定水準を割り込むと、単価上昇や値引き抑制だけではコスト増を吸収し切れない。

03 AI・自動化の「実質的」寄与度

単なる技術発表ではなく、それが営業利益率へどう反映されるかが重要。

04 今後の持続的な回復への鍵

高単価な5軸・複合機の構成比向上、およびMRO（保守・修理・オーバーホール）の拡大に注目。



競合比較  | 主要工作機械メーカー 3社のポジショニング

AI・自動化の方向性と、本来の強み・投資課題の整理

企業 AI・自動化の位置づけ 本来の差別化 現時点の投資上の課題

牧野フライス
製作所

高精度・5軸・無人加工の価値を増
幅

金型、放電加工、微細・高精度・難
加工

半導体・航空宇宙需要が利益率
へ継続転換するか

DMG森精機 自動化・保守・工程最適化の補強
5軸・複合加工、グローバルサービ
ス

高固定費を吸収し、利益率を回
復できるか

オークマ
中小顧客の省人化を実現する入
口

CNC、複合加工、自動化セルの使
いやすさ

自動化を標準化し、個別対応コ
ストを抑えられるか



投資価値の分岐点  | 付加価値領域による AI・自動化の導入ハードル比較

低付加価値品はコスト削減、高付加価値品は品質・受注を守る投資

低付加価値分野（汎用部品など）
投資回収の壁が高く、導入が進みにくい領域

■ 薄い粗利と強い値下げ圧力
部品1個あたりの利益が小さく価格競争が激しい

■ 不安定な稼働率
生産数量が読めず、夜間無人化のメリットを享受しにくい

■ 巨大な初期投資
AI・自動計測・ロボット・立ち上げコストの負担大

■ 投資回収の難しさ
多少の加工時間短縮や不良低減では回収に至らない

AI・自動化  ＝ 「後回しになりやすいコスト削減
策」

高付加価値分野（航空宇宙・精密半導体等）
単なる省人化を超え、莫大なリスク回避に直結する領域

▼ 加工不良・廃棄の防止

高価な材料・部品の廃棄ロスをゼロへ

▼ 品質ばらつきの排除

厳しい顧客認定・歩留まりを確実に死守

▼ 立ち上げ・停止時間の削減

開発・量産を早期化し、納期遅延や稼働損失を防ぐ

▼ 属人化からの脱却

熟練技術者への依存をなくし、事業拡大の壁を解消

AI・自動化  ＝ 「品質・納期・受注能力を守る必
須設備」



工作機械業界の本質  | 投資評価と事業構造の理解

サイクル耐性、ソリューション価値、高付加価値化が勝敗を分ける

01. 典型的な資本財サイクル

ボラティリティと時間差

■ 受注と利益のタイムラグ

高額な設備投資のため、景況感や金利で受注が激
しく変動。受注減から数四半期遅れて売上減となり、
固定費を吸収できず利益率が急低下する構造。

■ 回復期の操業度レバレッジ

逆に回復局面では、売上転換に伴い操業度が急上
昇し、売上増を大きく上回る速度で利益率が改善。

■ 投資判断の要諦

「AI関連」というより、本質は「高付加価値な設備投
資サイクル株」として捉えるべき。

02. 顧客が求める本質的価値

「生産能力」の販売

顧客が買うのは機械そのものではなく、自社の競争
力を高めるための「ソリューション」である。

▼ 顧客が解決したい課題

● •難削材・複雑形状の加工実現

● •不良・再加工ロスの極小化

● •熟練工不足を補う自動化・省人化

● •夜間・休日の無人稼働と納期短縮

● •工程統合によるリードタイム削減

■ メーカーの提供価値

単なるモノ売りを超え、顧客の「生産性」「品質」「受
注能力」を向上・保証する責任を負う。

03. 領域による価格決定力の差

高付加価値領域へのシフト

■ 汎用領域の価格競争

シンプルな部品加工ほど、競合が多く激しい値下げ
圧力に晒されやすい。

■ 高付加価値領域の優位性

半導体装置、宇宙航空、医療、精密金型等の先端
領域で求められる高度技術：

● •5軸・複合加工 / 微細加工

● •熱変位抑制と高い表面品位

● •自動計測による品質保証

これら超精密領域では、機械代金よりも「不良を出さ
ない信頼性」そのものが極めて高い価値となる。


